
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人北海道社会福祉協議会 

北 海 道 社 協 職 員 連 絡 協 議 会 

 
 



 

は じ め に 

 

北海道社協職員連絡協議会におきましては、平成２６年度以降、全道社協職員研究協

議会を開催し、道内１５ブロックの全てから活動発表いただいております。 

これら多くの実践発表の内容は、研修等において共有されてきたところでありますが、

研修に参加できなかった社協職員にお伝えすることが難しい状況が続いておりました。 

このため、平成２８年度からこれらの発表の中からピックアップした事例集を隔年で

発行してきましたが、令和６年度以降はより多くの活動を紹介するため、毎年度すべて

の実践発表を掲載しています。 

本事例集では、北海道または全国的に先駆けて行われている活動や北海道で共通した

課題に取り組んでいる姿などを紹介しておりますので、社協活動等の参考となれば幸い

です。 

最後になりますが、本事例集の作成にあたり、ご協力いただきました多くの皆様に、

心からお礼を申し上げます。 

 

令和８年３月 

 

社会福祉法人北海道社会福祉協議会 

会  長       塚 本 泰 司 

 

北海道社協職員連絡協議会 

会  長       門 脇 隆 司 
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北海道内社会福祉協議会の取組事例集 
 

はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

令和７年度全道社協職員研究協議会発表内容   

   

① 北広島市社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

認知症の有無に関係なく好きなことをいつまでも続けられるまちづくりを目指して 

～誰でも気軽に参加できるチームオレンジ活動～ 

② 知内町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

自主防災組織活動を中心とした地域支え合いの取り組み 

③ 江差町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 

買物等おでかけサロン事業の取り組みについて 

④ 倶知安町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

お互いがつながる支え合い～倶知安町における地域福祉の実践 

⑤ 三笠市社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

小地域ネットワーク事業の取組から 30年後の今 

⑥ 占冠村社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２ 

地域や人とのつながり作りのために 

⑦ 初山別村社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

地域空白地輸送（しょさまる号）について 

⑧ 利尻富士町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０ 

外出お助け車輌の運行について 

⑨ 西興部村社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２ 

社協が行う葬儀事業について 

⑩ 苫小牧市社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５ 

ひきこもり支援事業 居場所「とまとま」 

⑪ 新冠町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９ 

法人後見事業の経過と展望 

⑫ 芽室町社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４３ 

町内介護事業所のネットワーク構築と社協の役割～けあねっとめむろの取組み～ 

⑬ 鶴居村社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４８ 

世代や属性を超えた参画を目指して 

～新たな担い手づくりの第一歩／行動変容アプローチからの考察 

⑭ 根室市社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５２ 

日常生活自立支援事業の取り組みについて 

⑮ 札幌市社会福祉協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５６ 

提案型他都市視察研修制度（かわいい職員には旅をさせよ事業） 

目 次 
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認知症サポーター
養成講座の受講

認知症ステップアップ
講座の受講

きたひろ
おれんじメイトの登録

チームオレンジ活動
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中学校とのつながりづくり 

令和５年度（かかわり１年目） 
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❒生徒の似顔絵が特徴を捉えすぎており個人が特定される可能性がある為、急遽生徒全員（保護

者含）から似顔絵使用の承諾書をもらう事態に。 

❒承諾書は全くの想定外だったが、他生徒や保護者を巻き込みながら事業を進めるチャンス到来。

（各家庭や学校とのやり取りが増え、結果的に予想外のつながりが増えた。） 

❒つながりが徐々に広がっていく。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❒

❒

令和６年度（かかわり２年目） 
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❒

❒

❒

 
 

○チャリティグッズのデザインを中学校に依頼。   （社協→中学校） 

 ○中学校から今年も販売体験を行いたいと希望あり。 （社協←中学校） 

 ○実行委員会に校長先生と担当教諭が出席。（関わる人が増えてくる。） 

 ○令和７年度はチャリティタオルの製作が決定。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❒

❒

❒

  

令和７年度（かかわり３年目） 
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今後も
増えていく予想
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平均 20 名程度

参加している。 

参加者のうち、

当事者家族が 

１０－１５名で、

その他保健所、

市役所などの支

援機関が参加し

ている。 

アンケートや聞

き取りから、当

事者や家族がど

んなことを望ん

でいるのか、何

を知りたいか

等、参加者の皆

様と一緒に作り

上げている。 

居場所「とまとま」 

について 
令和 7 年で開設 8 年目を迎える。 

当事者や家族が、気持ちを楽にし

て語り合える居場所 

家から一歩出るきっかけや、交流

の機会をつくっている 

開催日：奇数月の第 1 木曜日  

 14：00～16：00  （全 5 回） 

居場所「とまとま」の 

特徴  
「ただここにいていい」 

  ―強制しない安心の場 

孤独にしないための 

「つながりづくり」 

協力している機関が多く参加

（保健所、市役所、相談支援事

業所など） 
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居場所「とまとま」の流れ① 
全体会について 

居場所「とまとま」は、前半を全体会、後半を分科会として家族会、

当事者会、個別相談に分けて開催している。 

全体会では毎回テーマを設定し、引きこもり当事者、経験者に話を

していただいている。（例・・・自立と自律、改めて過去を振り返る等） 

当事者の言葉を支援者・家族に伝える時間 

話す人・聴く人、双方に気づきが生まれる場となっている。 

居場所「とまとま」の流れ② 
当事者会について 

テーブルゲームや雑談を通じて交流の機会を持っており、当事者・

経験者がお互いの経験からヒントを得る場所になっている。 

テーブルゲームは、当事者の交流ができるようなもの（UNO,トラ

ンプなど）をすることが多いが、身体を使ったレクリエーション活

動（モルック、ボッチャなど）も取り入れながら、楽しめるような機

会を持っている。 

職員が話題を投げかけたり、当事者から提案が出たり・・・その

時々の関心や悩みを共有している。 

居場所「とまとま」の流れ③ 
家族会について 

家族同士が思いを語り合い、専門職から助言を得る場。 

引きこもり当事者、家族の高齢化に伴い、「8050 問題」や「親亡き

後」など、切実なテーマも多くなっている。 

特に支え手である家族の高齢化に伴い、フォローアップ方法な

ども課題となっている。 

居場所「とまとま」の流れ④ 
個別相談 

個別相談は令和 6 年度より開始している。 

相談内容に応じ、保健所や市役所職員とも協議し、当日の対応

について調整しながら相談対応を行っている。 

これまで支援が停滞している方や、当事業に参加を契機に支援

が再開したり、新規の参加者が就労支援事業や他の居場所づく

り事業に参加することができた等、一定の効果があった。 

人との出会いの「相乗効果」が、新たな可能性を生む 
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苫小牧社協 CSW 事業との連携 

CSW 事業 

・コミュニティカフェ～igocoti～ 

・居場所「とまとま」 

・農園「と・いろ」 

・不登校座談会「風まち」 

・こども・わかものそうだん所～kamakura～ 

・おしゃべりカフェ～Peace～ 

地域に出る、関わる一助となれるように展開しています。 

居場所「とまとま」のこれから 

家族会参加者の高齢化・・ 

家族の居場所を継続していくために、時間帯の調整

をはじめとした参加が難しい方が参加できるよう、工

夫していく必要がある。 

継続的な開催に向けて・・ 

自主財源だけでは難しい。財源確保や開催方法の見

直しなど、関係機関と協議していく必要がある。 

令和７年度の活動 
「居場所」とまとま 夜 Ver の開催 

 日中の時間帯に稼働されている家族のニーズ把握、アプローチ

も兼ねて６月に開催した。 
 令和７年１月に開催した講演会で実施したアンケート結果を基に

企画、関係機関にも協力いただいた。 
 参加者のニーズから「やってみたい」気持ちを拾いつつ、幅広い

世代へのアプローチを行っていきたい。 

ひきこもり支援を 
社会福祉協議会が行う意義 

地域づくりに携わってきたからこそ、当事者・経験

者の思いを生かし、共に地域で暮らす支援につな

げられる 
制度の枠を越えて「ここにいてもいい」場を続けて

いけるのが社協の強み 
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とにかく、 

走りながら考えよう 
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情報発信 住民参加促進 社協の拠点化 
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住民参加促進 

情報発信 
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社協の拠点化 
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人口２，４０９人（R6.3） 
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契約締結

19%

契約未締結

81%

契約締結／未締結 割合

契約締結 契約未締結
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